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（６） 日本の国際社会への復帰 

 

① 経済の復興 

1950 年              がおこると、アメリカ軍から大量の軍需物資の注文が集まり（特

需）日本の経済は戦争前の状態に回復した。 

 

② 警察予備隊の創設 

朝鮮戦争中、ＧＨＱは共産党の活動を制限し（レッドパージ）、またＧＨＱの指令によって

警察予備隊がつくられ、保安隊を経て、後に              となった。 

 

③                      条約 

1951 年、アメリカは日本との友好を深めるため、

サンフランシスコ講和会議を開いた。日本から

は、              首相が出席し、48 カ国との

間に平和条約を結び、翌年独立を回復した。し

かし、ソ連は調印せず、中国は招かれなかっ

た。 

 

④                      条約 

サンフランシスコ平和条約と同じ日に結ばれ、日本にアメリカ軍が駐留することを認めた。

1960 年の改定では、日本駐留のアメリカ軍が攻撃を受けた際、日米が共同行動をとること

が定められ、反対運動がおこった。 

 

⑤ 日ソ国交回復 

ソ連との間では北方領土の問題で意見が対立したために平和条約を結んでいないが、

1956 年には               が調印され、ソ連の支持を得た日本は               

に加盟をはたした。 

 

⑥ 中国との国交回復 

1972 年の日中共同声明で、日本は中華人民共和国政府をただ 1 つの中国政府と認め国

交を回復し、1978 年には                    条約を結んだ。 

 

⑦ 朝鮮との国交 

大韓民国とは、1965 年に日韓基本条約を結んで国交を回復したが、朝鮮民主主義人民

共和国とは国交がなく、現在交渉が進められている。 
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（７） 現代の日本 

 

① 1960 年岸信介内閣は、                 条約に調印した。新条約では、日本の防衛

力を増強させることや日本のアメリカ軍の基地が攻撃されたときに共同の行動をとること、

条約の期限は 10 年で、その後は一方からの通告で、条約を廃棄できることとなった。 

 

② 新安全保障条約に対しては反対運動が展開されたが、衆議院で強行採決され、直後に

岸内閣は総辞職した。 

 

③ 池田勇人内閣が成立し、「所得倍増」をスローガンに経済成長政策を進めた。 

 

④ 高度経済成長 

日本は 1960 年代に驚異的な経済成長をとげ、

国民の消費も伸びた。しかし、一方で、急激な

工業化や都市への集中のため、公害や都市問

題が発生した。 

 

⑤ 公害対策 

1970 年には                が制定され、翌

年、環境庁が設置された。（現在は環境基本法

および環境省）また、四大公害裁判ではすべて

原告の勝訴となった。 

 

⑥ 沖縄の復帰 

1972 年沖縄が日本に返還されたが、広大な軍事基地が残されて問題となっている。 

 

⑦ 石油ショック 

1973 年              による石油値上がりをきっかけに              がおこった。

74 年の物価上昇率は 30％をこえ、経済成長率もマイナスになった。 

 

⑧                

唯一の被爆国である日本は、核兵器に対して「持たず・つくらず・持ち込ませず」を方針とし

ている。 

 

⑨ 北方領土問題 

国後島・択捉島・色丹島・歯舞諸島の返還を、ロシアに求めている。 
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（８） 世界平和への歩みと流動する世界 

 
① 不安定な西アジア 

1948 年パレスチナにユダヤ人が               を建国すると、アラブ諸国と何度も中東

戦争がおこり、今日まで解決していない。1973 年第 4 次               がきっかけとなり、

アラブ産油国の原油値上げと輸出制限で、             がおこった。また、1979 年アフ

ガニスタンの内戦にソ連が干渉し、1980 年にはイラン・イラク戦争が始まり８年間も続いた。 
 

②                 
アメリカやソ連は核実験を繰り返して、多くの核兵器を生産した。1962 年、ソ連がキューバ

に建設していたミサイル基地の撤去を、アメリカが強硬に要求し、米ソの核戦争の危険が予

想された。結局、ソ連がミサイル基地を撤去することで解決された。この「キューバ危機」以

後は平和共存の動きが進んだ。 
 

③ 核兵器廃止への動き 
1954 年 第五福竜丸の被爆 
1955 年 原水爆禁止世界大会 
1963 年 部分的核実験禁止条約 
1968 年 核拡散防止条約 
1987 年 中距離核戦力(ＩＮＦ)全廃条約 
1989 年 冷戦の終結〔マルタ会談〕 
 

④ 社会主義国の変遷 
1986 年ソ連の               は               （改革）を行ないソ連の建て直しをは

かった。このころから東ヨーロッパ諸国では民主化の動きが活発化した。1989 年には冷戦

の象徴であったベルリンの壁が撤去され、1990 年               が統一された。また、

1991 年の 9 月バルト３国が独立、同年 12 月にはソ連を構成していた共和国がそれぞれ独

立しソ連は解体し、独立国家共同体となった。 
 

⑤            戦争 
1990 年イラクがクウェートに侵攻し、国連の安全保障理事会はイラク制裁を決議すると、翌

1991 年にはアメリカを中心とする多国籍軍がイラクを攻撃し、クウェートを解放した。 
 
⑥ 同時多発テロとイラク戦争 

2001 年アメリカで起きた同時多発テロは世界中が衝撃を受けた。2003 年にはアメリカがイ

ラクは危険な国であるとして攻撃をした。 
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